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はじめに
　現代においてはGPS（Global Positioning System）や、
北斗衛星導航系統（BeiDou Navigation Satellite System）
などを利用して海上での位置を測定できるが、GPS な
どの機器がなかった時代、海上での方向や位置をどのよ
うに判断したのか、航海に関する文献を読むことで、そ
の一端がわかる。古くは羅針盤を使用して、島や星など
を見ながら、海上での方向と位置を判断していた。文献
上では主に遠洋航海時に記録した方向と位置を判断する
もので、近海での位置の判断に関しての記録は少ない。
また、魚群探知機を利用して、魚群の位置を判断できる
が、魚群探知機がなかった時代、どのように魚群の位置
を判断したのか。このことからも、文献記録から海洋知
識を調べるには限界がある。具体的に漁民の知識と利用
方法について、フィールドワークや漁民への聞き書きな
ど民俗学の手法に基づいた、研究を行う必要性があると
考える。
　筆者は非文字資料研究センターの派遣研究員として、
中国・広州にある中山大学非物質文化遺産研究センター
を訪問し、中国沿岸漁民の海洋知識とその利用状況につ
いての調査を行った。調査地は中国沿岸の南部に位置す
る海南省鶯歌海鎮と、中南部に位置する福建省平潭県、
そして北部の山東省青島黄山村の 3つの漁村を選定し
た。この 3つの漁村においては、漁労技術と産業構造
はそれぞれであり、漁師の海洋知識と知識の利用状況を
深く調査する必要があると考える。したがって、まず調
査地の漁業の現状を把握し、また漁師への聞き取り調査
を行った。本稿ではこの 3つの地域の漁師の海洋知識

と利用状況について報告を行いたい。

Ⅰ　鶯歌海鎮の定置網漁
　鶯歌海鎮は、海南省の南西部に位置する漁村で、海南
省楽東黎族自治県に属する。西と南の地域は海に面して
いて、北部湾と呼ばれており、ベトナムとの国境に隣接
している。北東は、尖峰嶺という山側に面していて、黎
族が住んでいる。鶯歌海には耕地が少なく、漁業が主な
産業である。現在は漁船が約 300 隻あり、主に牽風漁
業、流し網漁業、定置網漁業、釣り漁、集魚灯を用いる
5種類の漁法が行われている。
　今回事例として挙げる定置網漁業は、近海での潮流に
乗って、魚群が集まる海域で、網を海底の一定の場所に
固定して魚を獲る漁法である。「符氏家譜」によると、
康熙年間（1662‐1722 年）に瓊山県沙上村の符氏の顕
祖葵と礼の 2人が鶯歌海鎮に移住し、その後、鶯歌海
鎮地域で定置網漁業を始めたとある。後世葵と礼の 2
人が定置網漁業を行っていた海域を「老符落」という。
　聞き取り調査によると、潮流の知識を把握しているこ
とが定置網漁において非常に重要である。海南省の漁民
たちは潮汐と海流を流水という。なぜ流水の知識が必要
かというと、まず流水がある時期に海域の魚がたくさん
くるため、流水がない時期は定置網漁を行わないとい
う。また、定置網漁では網に入った魚を獲る時間が重要
である。流水がある時間は、網が海に沈んでいるため、
海面からは見えず、網は重くて揚げられない。したがっ
て網中の魚は流水がなくなる 1時間しか獲ることがで
きない。
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　漁民は先祖や自身の経験から専門的な潮汐の知識につ
いて学び、潮汐の状況を判断している。漁師からの聞き
取った内容を以下のようにまとめた。
（1）毎月 2回の流水があり、1回は約 10 日間にわた
る。流水が始まる時を新流といい、また終わる時を老流
という。1回目の流水と 2回目の流水の間の 10 日間は
流水がなく、無流水という。毎月流水が始まる時間は異
なり、流水が始まる時間を表にまとめている。
（2）流水がある 10 日間は、大体毎日 2回の流水があ
り、昼間に 1回、夜に 1回ある。昼間は南へ流れ、夜
は北へ流れる。ただ、流水が 1日 1回の場合もある。
毎日流水が始まる時間は異なり、流水が始まる時間につ
いては『鶯歌海誌』、『崖州誌』の中で記録されている。
　定置網の位置を判断する方法について、私は 2015 年
と 2017 年に、海南省の鶯歌海鎮で 2回の調査を行っ
た。鶯歌海鎮は 300 年前から定置網漁業を行ってい
る。鶯歌海鎮の船ではGPS を使用してからまだ 30 年も
経っていない。それ以前は、夜間に、陸地上の 2つの
目印を基準とする方法と、北斗七星と海面との角度を測
る方法の 2つの技術で定置網の位置を判断していた。
　今回は、位置を測る方法を調査した。まとめると、3
つの方法がある。1つは、陸地の 2つの目印を重ね合わ
せ直線に沿って航行して、一定の時間を経て網の位置に
着く方法。2つは、海から見える陸地の 2つの目印に形
成した特定の角度を確認して、自分の網の位置を判断す
る方法。3つは、星や月の位置によって網の位置を判断
する方法である。例えば、ある漁師は、海に出て船から
見ると月の位置が変わっている。特定の距離を移動する
と、自分の網の位置に着くと話していた。

Ⅱ　平潭鎮の刺し網漁　
　平潭鎮は、福建省内でもっとも大きな島であり、福州

市に位置しており、7つの鎮と 8の郷を有している。こ
の島には、昔から残っている「厝」という伝統的な建物
がある。「厝」とは石で建てられた家である。海風を防
ぐことができ、冬は暖かく、夏は涼しいのが特徴であ
る。石材は当地から産出している。平潭鎮では非常に優
れた掘削技術を持っている。これは中国全土でも有名で
あり、それゆえ、中国全土のトンネル工事のほとんどが
平潭人によって行われている。昔は、島人が船で島と大
陸の間を往復していたが、現在は、島人の生活の利便性
を上げるため、それに加えて、観光業を発展させるため
に大橋が建てられている。当地の産業については、昔
は、刺し網漁業と海上運輸業が主だったが、現在はイガ
イの養殖が盛んである。
　平潭鎮に属する国彩村のある漁師へのインタビューを
通し、昔に行っていた刺し網漁について知ることができ
た。1970 年代から 1980 年代頃は、機械船ではなく、人
力で櫓をこいで木造船を動かし、漁に出ていた。一般的
に、1つの船には 7人が乗る。船尾でかじをとる船頭は
一番偉く、その次には、「船老二」という櫓をこぐ 3～5
人のチームをリードする役割の人がいる。それに、棹を
差す人と網を張る人が 1人ずついる。刺し網の大きさ
は小さいもので 6、7メートルあり、大きいもので十数
メートルもある。通常は海底に固定されているが、急流
によって水の流れとともに移動することもある。
　天候と潮を観察しながら、魚がいる場所を探して網を
張る。例えば、6月、7月頃の、日がまだ沈んでいな
い、だんだんと暗くなってくる夕方に、網を張るのが一
番いい。その上、旧暦の毎月 18 日に、潮が引くのは 5
時頃で、涼しくなると魚が出てくる。また、暗礁に魚が
集まっている。そして、彼はある刺し網漁の経験を話し
てくれた。夜の 3時頃、ほかの漁師たちがみんな仕事
を終えて帰った頃、彼も片付けてそろそろ帰ろうと思っ

◉写真 1　漁獲物を仕分けしている様子 ◉写真 2　平潭県の「厝」
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ていたが、潮が東頭岩まで引く時、海岸がまだ幅 2メ
ートルぐらい見えることに気づいた。それにより、そこ
には魚の群れがいるということを意識し、網を張ること
を決めた。結果的に、2300 キログラムにも達する漁に
恵まれたという。

Ⅲ　黄山村のクラゲ漁と遠洋漁業
　黄山村は山東省青島市 山区に位置し、 山を背に
し、 山湾に面している。現在は全ての村でクラゲ漁、
ホタテ貝養殖、アワビ養殖と茶業を、主な生業としてい
る。70 年代～80 年代にかけて、浙江省と江蘇省のあた
りの漁場まで出漁したことがあり、「南洋へ下り」（下南
洋）と呼ばれた。クラゲ漁は地元の人からは「打海蜇」
（クラゲを漁する）と呼ばれ、黄山村には、クラゲ漁の
歴史を明らかにした記録はないが、村の 90 代の古老に
よると小さい頃からクラゲ漁をしていたという。
　もともとは筏でクラゲ漁をし、その後木造船を使い、
それから動力船に変わっていった。クラゲ漁は通常旧暦
の 6月 15 日から 8月までの間にかけて毎日行われ、1
日 4回行う。クラゲ漁では特製のクラゲ網を用いる、
網の長さは 20‐30 トウ（1）（1 トウおよそ 160 cm）で、
高さは 15、6トウある。クラゲ網でクラゲを捕まえて
から、タモでクラゲをすくいあげる。船中でクラゲの頭
をただちに取り除き、陸地に着いたらすぐに加工する。
クラゲ漁の場所は海岸より近くて、肉眼で見え、20 馬
力（1馬力はおよそ 745.69 ワット）の小型木造船で 30
分くらいの距離である。クラゲ漁は満潮と干潮の方向に
よって網を撒くという。
　漁民たちは若い頃南洋に下り、サワラ漁をした経験を

◉写真 3　黄山村風景

話してくれた。その時はほとんど帆船であり、まだ動力
船がなかった。7、8人乗りの船で、青島から浙江省や
江蘇省あたりへサワラ漁に行った。帆船にとって適切な
風が大切なので、北風の時に南洋へ下り、南風の時に青
島に帰る。1年に 2回、1カ月あまりの漁期であった。
その時、海の方向を判断した方法は、羅針盤であり、晴
れた時に北斗七星を見て方向を決めた。風波が強くてい
かりを降ろせない時に、船は波に流され海に漂い、ある
いは近くの港で風当たりを避けた。また船に海水の深さ
を測る「掂水砣」と呼ばれる道具がある。南洋へ下る途
中で 5つの座礁しやすい浅瀬があるため、その「掂水
砣」で海水の深さを測ったという。浅くなった時に座礁
しないよう、遠海の方へ行ったという。

まとめ
　現代の科学技術とともに、漁民は伝統的な技術を未だ
使用している。しかし、現代の若い漁師は伝統的な技術
と知識を把握していない。伝統的な技術を知っているお
年寄りの漁師が亡くなると、この技術と知識が伝承され
ないという危機的状況にある。今後このような漁民が持
つ技術や知識の記録と研究が重要であると考える。
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（1）地元の人の話によれば、両手を伸ばした長さは 1トウで
ある。
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莺歌海镇的定置网作业

平潭县的縺网作业
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黄山村海蜇捕捞与远洋捕捞
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